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市長との約束 ２０２５

　私は，「宝の都（くに）・大崎」の実現のため，関係部局との連携
のもと，特に下記の事項について，目標達成に向けて取り組むことを
伊藤康志市長と約束します。

未来を担う子どもたちの教育環境の充実

①確かな学力：全国学力，学習状況調査における全国平均点を超える
ため，学力向上マネジメント事業を実施します。
②不登校対策：教育機会の確保，多様な学びの機会の創出の「子ども
の心のケアハウス」による体制の強化を図り，組織的な支援を行い
ます。
③学校給食：食育を推進し，地産地消に取り組みます。また，未納対
策の強化を図ります。
④統合，再編に向けた地域との意見交換を進めます。
⑤特別教室等のエアコン設置を進めます。

Ａ　達成目標を上回る  ★★★★☆

①授業改善等を含め，協働的学び，個別最適な学びを推進し，標準学
力調査結果も全国平均を上回る学校も数校あり継続し取り組む。
②減少傾向にある。ケアハウス，サテライト教室を充実させ，学び支
援教室と共に教育機会の確保，多様な学びの機会創出に努めることが
できた。
③未納対策は，納税課，子育て支援課と協力し納付活動を強化し未納
額の縮小に努めた。国交付金により小学校の無償化を実現できた
④少子化による新たな統合，再編に向けた地域との話し合いの機会を
今後も構築していく。
⑤整備率は５０％，今後も予算との調整を進めていく。                                            

豊かな心をはぐくむ生涯学習の充実

①旧志田小跡地の利活用方針に基づき，県と志田地域と円滑な調整を
図ります。
②地域学校協働活動推進事業：地域全体で子ども，青少年を支えま
す。
③環境整備：社会教育施設の改修，修繕
④読書環境の充実
　・蔵書の充実と読書活動の機会の創出
　・自主財源の確保⇒広告看板等
⑤学校図書の充足率を１００％達成
⑥ライフステージに応じた生涯学習機会の提供：家庭，青年，成人，
女性，高齢者，スポーツ，少年教育等講座によりチャレンジＤＡＹの
効果とします。

Ｓ　達成目標を大きく上回る  ★★★★★
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①県特別支援教育課，施設整備課と志田地区振との良好な関係を築
き，幼稚園解体に進めることができ，次年度の調整を図る。
②コミュニティスクールを三本木地区で実施し地域と良好な関係を構
築している。
③図書館の広告看板は次年度への課題として進める。
④学校図書は，全ての学校で１００％充足することができた。
⑤各世代，階層等の生涯学習の機会を公民館等と進めることができ
た。                                                                                                                      

多彩な地域文化の継承，形成

①刀剣展を全国からのお客様に満足されるよう庁内体制を整えます。
②新たな天然記念物の指定に向け取り組みます。　
③学校アウトリーチ事業
　・朗読劇ワークショップ事業　
　・市民向けプロの演出家を招きワークショップと発表会の開催　
④無形民俗文化財の継承：各種団体で構成する協議会を設置し，情報
交換，後継者育成等を話し合う場を設置します。
⑤防災教育に向けた機会の創出　　　

Ｓ　達成目標を大きく上回る  ★★★★★

①全国からの来訪者に庁内体制を整え，産業経済部との連携により満
足感と安心感を保ち，盛会裏に終了することができた。
②ゼニタナゴとその周辺保全地区を新たに市天然記念物に認定した。
今後も保全活動を充実するため地域との調整，市民理解に努める。
③小中学生に一流の音楽を体験し情操教育に資することができた。
④関係団体と協議を重ね，課題の整理と意向確認を進めることができ
た。
⑤防災関係機関と通学路の危険個所等を実際に点検し，対策を講じる
ことができた。                                                                              

生涯にわたるスポーツ，レクリエーションの振興

①休日部活動の地域移行：モデル事業を実施するとともに，令和８年
度の完全移行を円滑に進めます。
②スポーツ推進体制整備事業：ライフステージに応じた事業展開
③スポーツ活動推進事業：ニュースポーツ，パラスポーツ等，世代
間，障がいの有無を問わず楽しめるスポーツの機会の創出

Ｓ　達成目標を大きく上回る  ★★★★★

①８年度 実施に向け地域展開の受け皿の団体を８８団体から了解を
得，中学校と生徒のための資料作り，フォーラムを開催し理解に努め
た。高校との連携協定も締結することができ，一体となって協力体制
を構築することができた。
②各世代が楽しく充実した教室等を開催できた。
③ニュースポーツは，子供たちのチャレンジＤＡＹの機会に取り組む
機会が多く，体験する機会を創出できた。                                                                                                                         


